
日本の石橋を守る会
会報85号(通算)
2014年9月9日発行
題字揮毫　片寄 俊秀

2
0
1
4（
平
成
26
）年
度 

第
35
回
大
会

熊
本
県
山
鹿
市
で
開
催

豊
富
な
石
橋
保
存
事
例
を
見
聞
　

第
35
回
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
総

会
・
大
会
が
2
0
1
4（
平
成
26
）年
5

月
10
〜
11
日
の
2
日
間
、
熊
本
県
山
鹿

市
の
山
鹿
温
泉 

富
士
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、38
人
の
会
員
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
は
通
常
総
会
が
行
わ
れ
、
地

元
の
上
妻
信
寛
・
景
観
保
護
部
長
を
議

長
に
選
出
し
議
事
が
進
行
。昨
年
度
の

事
業
経
過
報
告
、
決
算
・
監
査
報
告
に

続
き
、
本
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案

が
発
表
さ
れ
、了
承
さ
れ
た
。

　

現
在
、
東
京
の
日
本
銀
行
本
店
前
の

「
常
磐
橋
」
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
た
め
解
体
修
理
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。そ
こ
で
今
回
の
大
会
で
は
、
文

化
財
建
造
物
修
理
の
設
計
監
理
に
関
す

る
技
術
指
導
を
専
門
的
に
行
う
、（
株
）

文
化
財
保
存
計
画
協
会
（
東
京
都
千
代

田
区
）の
研
究
員
、
西
村
祐
人
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
『
常

磐
橋
』
被
災
の
調
査
復
旧
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
記
念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
２
日
目
は
、
山
鹿

市
立
博
物
館
で
開
催
中
の
「
石
橋
特
別

展
」
を
見
学
。そ
の
後
、
山
鹿
市
内
各
地

の
石
橋
を
巡
っ
た
。

　

同
博
物
館
前
の
「
大
坪
橋
」、
山
鹿
市

杉
の
「
日
輪
寺
」
境
内
の
「
湯
町
川
（
湯

町
）
橋
」
で
は
、
両
石
橋
の
移
設
保
存
に

携
わ
っ
た
中
村
幸
史
郎
会
員
（
熊
本
県
）

が
移
設
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー

4面　石橋発見報告（贄田岳和）・平山橋移設（河村修）
6面　石橋を守るために(1)（軸丸英顕）

2面　東京・常磐橋を解体修理
5面　石橋の設計・維持ガイドライン

中面の案内

熊
本
県
山
鹿
市
の
田
中
橋（
化
巖
矼・車
橋
）

写
真
提
供
／
坂
本
重
義（
2
0
1
4
年
5
月
11
日
撮
影
）

ド
を
披
露
。河
川
改
修
に
よ
り
石
橋
を

撤
去
し
た
も
の
の
洪
水
は
そ
の
後
も
起

こ
っ
た
こ
と
、
石
橋
を
解
体
・
移
設
し
、

完
全
に
元
通
り
復
元
す
る
こ
と
の
難
し

さ
な
ど
を
語
っ
た
。

　
「
田
中
橋
＝
た
ん
な
か
ば
し
（
化
巖
矼

＝
け
ご
ん
こ
う
・
車
橋
）」
で
は
、
森
山

良
雄
会
員（
熊
本
県
）が
撤
去
に
反
対
し

「
鹿
北
町
の
石
橋
を
守
る
会
」
を
結
成
し

た
経
緯
、文
化
庁
に
陳
情
し
、13
年
間
か

か
っ
て
現
地
保
存
が
実
現
し
た
こ
と
を

話
し
た
。

　

最
後
に
訪
れ
た「
高
井
川
橋
」で
今
回

の
大
会
は
閉
会
し
、
会
員
一
行
は
解
散

し
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

第
35
回
山
鹿
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
１
日
目（
５
月
10
日
）】

　

開
会
挨
拶　

副
会
長　

末
永
暢
雄

　

主
催
者
挨
拶　

会
長　

甲
斐
利
幸

　

来
賓
挨
拶　
　

山
鹿
市
長　

中
嶋
憲
正

　

来
賓　

山
鹿
市
教
育
委
員
会
教
育
部
長

　
　
　

木
村
厚
男
▽
山
鹿
市
議
会
副
議
長

　
　
　

吉
本
政
幸
▽
鹿
本
地
域
振
興
局
次

　
　
　

長　

西
川
哲
治

　

記
念
講
演

　
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る『
常
磐
橋
』

　
　
　
　
　

被
災
の
調
査
復
旧
に
つ
い
て
」

　

講
師　

西
村
祐
人

　
　
　
　
（
株
）文
化
財
保
存
計
画
協
会　

【
２
日
目（
５
月
11
日
）】

　

山
鹿
市
立
博
物
館「
石
橋
特
別
展
」見
学

　

山
鹿
市
内
石
橋
巡
り（

２
・
３
面
に
関
連
記
事
）
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「
常
磐
橋
」は
文
明
開
化
の
時
期
、
帝
都
東
京
に
築
造
さ
れ

た
。先
の
関
東
大
震
災
に
続
き
3
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で

も
被
災
し
、現
在
は
大
規
模
な
修
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。今

年
５
月
開
催
の
山
鹿
大
会
で
は
、
同
橋
の
調
査
・
復
旧
作
業

を
進
め
る（
株
）文
化
財
保
存
計
画
協
会
の
研
究
員
、
西
村
祐

人
氏
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

記
念
講
演
で
西
村
氏
は
、常
磐
橋
の
概
要
、東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
状
況
と
現
在
の
修

理
工
事
の
状
況
を
紹
介
し
、そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

講
師
　（
株
）文
化
財
保
存
計
画
協
会 

研
究
員
　
西
村 

祐
人
氏

記
念
講
演 「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る『
常
磐
橋
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
災
の
調
査
復
旧
に
つ
い
て
」

近
代
都
市
の
在
り
方
を
知
る
宝
　
西
村
氏

　
「
常
磐
橋
」は
、東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石

町
の
日
本
銀
行
本
店
（
日
銀
）
前
の
日
本
橋
川

に
架
か
っ
て
い
ま
す
。常
盤
橋
公
園
の
あ
る
対

岸
は
千
代
田
区
の
区
域
。架
橋
は
１
８
７
７

（
明
治
10
）年
、
橋
長
28
・
８
㍍
、
橋
幅
12
・
６

㍍
の
２
連
ア
ー
チ
橋
で
す
。

文
明
開
化
の
時
期
に
架
橋

　

こ
こ
は
、
か
つ
て
江
戸
城
の
外
堀
に
位
置

し
、常
盤
橋
見
附
と
大
手
門
に
至
る
常
盤
橋
門

が
あ
り
ま
し
た
。門
前
に
木
橋
が
架
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、明
治
初
期
の
文
明
開
化
の
時
期

に「
萬
世
橋
」「
鍛
冶
橋
」な
ど
と
と
も
に
、常
磐

橋
も
当
時
の
東
京
府
に
よ
り
石
橋
に
架
け
替

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
の
関
東
大
震
災
の

際
も
常
盤
橋
は
損
傷
を
受
け
ま
し
た
が
、
常

盤
橋
門
跡
と
と
も
に
28
（
昭
和
３
）
年
に
国
指

定
史
跡
と
な
り
、34（
同
９
）年
に
補
修
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。現
在
の
常
磐
橋
は
千
代
田
区
が

常
盤
橋
公
園
の
一
部
と
し
て
管
理
し
、
２
０
０

７
年
に
は
大
手
町
周
辺
の
歴
史
的
建
造
物
群

の
一
つ
と
し
て
、「
千
代
田
区
景
観
ま
ち
づ
く

り
重
要
物
件
」に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
流
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
石

貼
り
の
２
連
ア
ー
チ「
常
盤
橋
」（
１
９
３
５
年

架
橋
）、
上
流
に
現
代
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋「
新
常
盤
橋
」が
架
か
り
、上
空
を
首
都
高

写
真
提
供
／
上
塚
寿
朗（
＊
ａ
）、坂
本
重
義（
＊
ｂ
）

築
造
当
初
の
常
磐
橋
の
画
像（
石
黒
敬
章
氏
提
供
）な
ど
も

紹
介
さ
れ
た（
＊
b
）

常磐橋の路面敷石の下にはコンクリートの層が出現。関東大震災時の修復と
見られる。奥に見えるアーチ橋は昭和10年に架設された鉄筋コンクリート工
法の「常盤橋」＝今年2月撮影(*a)

常磐橋の壁石の各石材には番号が振られ、復旧工事の際、上下左右の石材
の接合位置が分かるよう朱の墨が引かれている。上塚尚孝事務局長（左）に説
明をする文化財保存計画協会の西村祐人氏（右）＝今年2月撮影(*a)

速
道
環
状
線
が
ふ
さ
い
で
い
ま
す
。

２
度
目
の
大
震
災
に
よ
る
損
傷

　

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
３
月
に
起
き
た
東

日
本
大
震
災
で
常
磐
橋
は
損
傷
を
受
け
ま
し

た
。そ
こ
で
千
代
田
区
が
事
業
者
と
な
り
、
間

も
な
く
、
常
磐
橋
の
震
災
被
害
診
断
調
査
が

行
わ
れ
、修
理
事
業
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

常
磐
橋
は
ア
ー
チ
に
ゆ
が
み
が
生
じ
、輪
石

に
亀
裂
が
入
り
一
部
が
突
出
、
壁
石
に
は
ら
み

出
し
が
見
ら
れ
、
路
面
の
一
部
が
陥
没
、
勾
欄

（
こ
う
ら
ん
）
が
ず
れ
、
親
柱
の
表
面
が
は
く

離
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た
め

応
急
処
置
と
し
て
、石
材
落
下
防
止
ネ
ッ
ト
が

張
ら
れ
ま
し
た
。

西村 祐人氏(*a)
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翌
12
年
度
は
専
門
家
に
よ
る
検
討
委
員
会

が
発
足
。支
保
工
を
設
置
し
、
常
磐
橋
の
ア
ー

チ
を
解
体
し
て
修
理
す
る
こ
と
に
な
り
、併
せ

て
史
料
調
査
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
ま

し
た
。支
保
工
設
置
の
影
響
で
大
雨
の
際
、
常

磐
橋
の
上
流
で
洪
水
の
危
険
が
増
す
た
め
、護

岸
の
か
さ
上
げ
工
事
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

13
年
度
か
ら
第
１
期
解
体
工
事
が
始
ま
り
、

専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
、勾
欄
、路
面
、輪
石

の
直
上
ま
で
壁
石
の
解
体
が
進
み
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
は
、輪
石
を

全
て
取
り
、
支
保
工
を
外
し
て
、
ア
ー
チ
基
底

部
の
根
石
を
出
し
た
状
態
ま
で
解
体
す
る
計

画
で
す
。そ
の
後
は
根
石
の
変
位
状
態
を
確
認

し
、基
礎
の
修
理
方
針
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

修
理
に
は
極
力
旧
材
を
使
用

　

常
磐
橋
は
単
に
解
体
・
修
理
す
る
の
で
は

な
く
、
築
造
当
時
ど
う
い
っ
た
工
法
が
使
わ
れ

た
の
か
、後
の
時
代
に
ど
の
よ
う
な
改
修
が
行

わ
れ
た
の
か
、材
料
や
仕
上
げ
方
法
は
何
か
│

な
ど
の
調
査
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

解
体
修
理
で
は
、劣
化
の
激
し
い
石
材
を
取

り
替
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、調
査
に
よ

る
と
石
材
全
体
の
お
よ
そ
４
割
に
劣
化
が
確

認
さ
れ
、取
り
替
え
が
必
要
な
石
材
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

復
元
の
場
合
は
別
で
す
が
、文
化
財
の
修
理

の
場
合
は
一
般
的
に
、
全
体
の
３
割
を
超
え
る

部
分
が
新
し
く
な
る
と
、そ
れ
は
元
の
も
の
と

は
異
質
な
も
の
に
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。な
る

べ
く
使
え
る
石
材
は
、「
つ
ぐ
」「
は
ぐ
」な
ど
に

よ
り
、旧
材
を
再
利
用
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　

石
橋
に
限
ら
ず
、文
化
財
を
修
理
す
る
場
合

は
、ま
ず
保
存
す
べ
き
価
値
と
は
何
か
を
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
価
値
が
明
ら

か
で
な
い
と
、
修
理
の
方
針
も
決
ま
ら
ず
、
補

助
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

和
洋
折
衷
の
技
法
が
特
色

　

史
料
調
査
や
解
体
調
査
を
通
じ
て
見
え
て

き
た
常
磐
橋
の
歴
史
的
価
値
は
、日
本
の
近
代

都
市
基
盤
整
備
の
在
り
方
を
理
解
す
る
上
で

大
変
参
考
と
な
る
事
例
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

明
治
初
期
の
文
明
開
化
期
、変
化
す
る
交
通

需
要
や
防
火
の
面
か
ら
も
、近
代
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
と
し
て
石
橋
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。そ

し
て
近
代
都
市
を
象
徴
す
る
建
築
物
や
要
所

の
そ
ば
、ビ
ジ
ネ
ス
街
の
中
心
地
な
ど
に
石
橋

が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。明
治
期
の
東
京
に
は
か

つ
て
、
常
磐
橋
を
含
め
少
な
く
と
も
、
15
基
の

石
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

文
明
開
化
初
期
の
石
橋
は
、江
戸
期
以
来
の

伝
統
的
な
石
積
み
技
法
や
石
橋
構
築
技
術
を

基
盤
に
、西
洋
か
ら
の
技
術
も
取
り
入
れ
た
和

洋
折
衷
の
技
法
が
特
色
で
す
。

　
「
八
重
巻
石
」と
い
わ
れ
る
壁
石
は
、「
萬
世

橋
」（
明
治
６
年
、
一
部
は
扇
積
み
）、「
京
橋
」

（
同
8
年
）、「
江
戸
橋
」（
同
８
年
）、常
磐
橋（
同

10
年
）
に
も
見
ら
れ
ま
す
。極
め
て
装
飾
性
に

富
ん
だ
「
皇
居
正
門
橋
」（
同
20
年
）
や
「
日
本

橋
」（
同
44
年
）は
、
文
明
開
化
初
期
の
石
橋
と

は
特
徴
が
異
な
り
ま
す
。

　

常
磐
橋
は
他
の
石
橋
が
撤
去
や
架
け
替
え

の
運
命
を
た
ど
る
中
、保
存
運
動
等
に
よ
り
こ

れ
ま
で
、意
図
的
に
残
さ
れ
て
き
た
貴
重
な
石

橋
で
す
。ま
た
、
文
明
開
化
初
期
に
築
造
さ
れ

た
石
橋
群
の
中
で
唯
一
現
存
し
、
現
在
も
使
用

さ
れ
て
い
る
石
橋
と
し
て
は
、
都
内
で
最
古

（
庭
園
内
の
石
橋
を
除
く
）
と
い
う
点
に
も
価

値
が
あ
り
ま
す
。

山鹿市の石橋を見学
大会2日目は山鹿市に残る江戸期から
明治期に築造された石橋を見学

田中橋＝鹿北町（＊ｃ）

高井川橋＝鹿北町（＊ｃ）

湯町川（湯町）橋＝日輪寺境内に移設保存（＊ｃ）

日渡洞口橋＝菊鹿町に移設保存（＊ｂ）

大坪橋＝山鹿市立博物館前に移設保存（＊ｃ）

写真提供／坂本義重（＊ｂ）、中村まさあき（＊ｃ）
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会
員　

河
村　

修
（
熊
本
県
）

　

熊
本
県
山
鹿
市
の
平
山
温
泉
街
に
あ
っ
た

「
平
山
橋
」
は
今
年
８
月
４
日
、
元
の
位
置
に

近
い
河
川
公
園
へ
の
移
設
が
決
定
し
た
。
市

単
独
財
源
で
予
算
化
さ
れ
、
10
月
に
移
設
工

事
に
着
工
、
12
月
に
現
地
で
見
学
会
を
行
い
、

来
年
３
月
完
成
を
目
指
す
。

　

豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
の
危
険
を
避
け
る

た
め
同
橋
は
、
保
存
す
る
方
向
で
2
0
1
2

年
に
解
体
・
撤
去
さ
れ
、
石
材
が
山
鹿
市
立

博
物
館
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
河
道
か
ら

平
た
ん
な
公
園
へ
の
移
設
と
な
る
た
め
、
移

設
後
の
壁
石
は
下
か
ら
６
段
目
ま
で
と
な
り
、

そ
の
上
は
輪
石
の
み
の
姿
と
な
る
。

　

同
橋
は
１
８
６
１
（
文
久
元
）
年
に
築
造

さ
れ
、
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
に
拡
幅
の

た
め
隣
に
同
規
模
の
石
橋
が
架
け
ら
れ
た
。

今
回
の
移
設
は
文
久
元
年
架
設
部
分
の
み
が

対
象
。
今
後
は
地
域
お
こ
し
へ
の
活
用
を
図

る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　

各
地
を
巡
り
、
ま
だ
知
ら
れ

ざ
る
石
橋
、
埋
も
れ
た
石
橋
を

見
つ
け
続
け
る
贄
田
岳
和
会
員

（
宮
崎
県
）。
昨
年
４
月
開
催
の

日
南
大
会
以
降
、
今
年
７
月
ま

で
に
３
基
の
石
橋
を
発
見
し
た
。

各
橋
を
贄
田
氏
の
コ
メ
ン
ト
と

も
に
紹
介
す
る
。

峠
路
の
石
橋
（
仮
称
）

　

所
在
地　

鹿
児
島
県
薩
摩
川

内
市
湯
田
町
峠
路

　

橋
幅　

１
・
８
㍍

　

径
間　

１
・
82
㍍

　

拱
矢　

１
・
０
㍍

　

環
厚　

33
㌢

写
真
提
供
／
贄
田 

岳
和

石
橋
探
索
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

会
員
　
贄
田 

岳
和（
宮
崎
県
）

平
山
橋
　
熊
本
県
山
鹿
市

河
川
公
園
へ
の
移
設
決
ま
る 

　

輪
石　

13
列

　
「
峠
路
（
と
う
げ
じ
）
の
田
の

神
を
探
し
て
、
山
の
中
ま
で
や
っ

て
き
ま
し
た
。
さ
す
が
に
山
奥

に
田
の
神
は
な
い
。
さ
て
、
こ

こ
ら
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
よ
う
と
思

い
、
枝
道
の
下
を
の
ぞ
く
と
、

な
ん
と 
輪
石
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
田
の
神
（
た
の
か
ん
）
さ

あ
ー
に
感
謝
で
す
。
こ
の
橋
が

架
か
る
川
に
沿
っ
て
薩
摩
街
道
が

伸
び
て
い
ま
す
」

平
田
橋

　

所
在
地　

鹿
児
島
県
南
九
州

市
知
覧
町
永
里
樋
与
上
（
山
仁峠路の石橋（仮称）

平田橋

滝の内の石橋（仮称）

平山橋の石材＝山鹿市立博物館内
写真提供／中村まさあき

田
川
）

　

架
橋　

１
９
３
６
（
昭
和
11
）

年
５
月

　

橋
幅　

１
・
96
㍍

　

径
間　

３
・
５
㍍

　

拱
矢　

１
・
８
㍍

　

環
厚　

36
㌢

　

輪
石　

19
列

　
「
石
橋
発
見
に
何
が
大
事
か
と

い
え
ば
、
通
っ
た
こ
と
の
な
い
道

を
い
か
に
通
る
か
に
懸
か
っ
て
い

ま
す
。
今
回
も
田
の
神
を
探
し

な
が
ら
の
石
橋
探
索
で
し
た
が
、

そ
の
途
中
で
遭
遇
し
た
大
き
な

見
つ
け
も
の
で
し
た
」

滝
の
内
の
石
橋
（
仮
称
）

　

所
在
地　

宮
崎
県
西
臼
杵
郡

日
之
影
町
七
折
滝
の
内

　

橋
幅　

１
・
０
㍍

　

径
間　

０
・
８
㍍

　

環
厚　

27
㌢

 　
「
宮
崎
県
の
北
部

は
昔
か
ら
庚
申
信

仰
が
深
く
根
付
い

て
い
る
土
地
柄
で

す
。
以
前
に
比
べ
石

橋
の
新
発
見
が
極

端
に
少
な
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
最
近

は
回
っ
て
い
て
も
面

白
く
な
い
の
で
す
が
、
そ
ん
な

と
き
楽
し
み
な
の
は
、
青
面
金

剛
像
な
ど
の
庚
申
信
仰
に
関
す

る
石
造
物
や
仁
王
像
を
探
す
こ

と
で
す
。
カ
ー
ナ
ビ
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
道
路
を
進
む
と
、

水
路
を
ま
た
ぎ
ま
し
た
。
水
路

を
上
流
側
に
た
ど
っ
て
い
く
と
石

造
ア
ー
チ
橋
が
出
現
。
石
橋
の

水
路
を
た
ど
る
と
槇
峰
発
電
所

に
出
る
の
で
、
そ
の
導
水
路
で

し
ょ
う
」

と
う
げ
じ
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石橋の設計ガイドラインと維持管理ガイドライン

石材
01 ひびわれ
02 断面欠損
03 輪石のずれ・開き（空洞）
04 抜け落ち
05 壁石箇所の形状・ふくらみ
06 敷石のひびわれ
07 アーチ・法線形の形状

鋼材・コンクリート・その他
08 腐食
09 ゆるみ・脱落
10 はく離・鉄筋露出
11 漏水・遊離石灰
12 うき
13 コンクリート補強材の損傷
14 床版ひびわれ
15 路面の凹凸
16 舗装のひびわれ

共通
17 変色・劣化
18 漏水・滞水
19 異常な音・振動
20 異常なたわみ
21 変形・欠損
22 土砂詰まり
23 沈下・移動・傾斜
24 洗掘
25 通水断面の状態

損傷の種類

設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
石
橋
の
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、設
計
の
基

本
と
し
て
、「
石
造
ア
ー
チ
橋
の
特
性
を
適
切

に
評
価
で
き
る
解
析
理
論
お
よ
び
解
析
モ
デ

ル
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
し
、
耐
震

設
計
に
つ
い
て
も
明
記
し
て
い
る
。

　
使
用
石
材
は
、
強
度
、
変
形
性
能
、
耐
久
性

の
面
で
品
質
が
確
か
な
も
の
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。そ
の
た
め
に
、「
必
要
に
応
じ
て
、

岩
石
の
密
度
、
一
軸
圧
縮
強
度
、
圧
裂
に
よ
る

岩
石
の
引
っ
張
り
強
さ
、
岩
石
の
ス
レ
ー
キ
ン

グ
試
験
（
凍
害
や
乾
湿
の
繰
り
返
し
の
影
響

試
験
）な
ど
の
岩
石
試
験
を
実
施
し
、
耐
久
性

を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い

る
。

　「
石
材
は
原
則
と
し
て
、
最
低
設
計
基
準
強

度
を
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
相
当
以
上
の

も
の
を
用
い
る
」
と
し
、
使
用
石
材
の
圧
縮
・

曲
げ
引
っ
張
り
・
支
圧
応
力
度
の
許
容
応
力

度
に
つ
い
て
数
値
を
示
し
定
め
て
い
る
。

　
石
材
の
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
も
、
輪
石
厚
の
式

を
は
じ
め
、
各
種
石
材
の
推
奨
値
を
記
載
し

て
い
る
。

　
石
材
の
連
結
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、

輪
石
と
壁
石
に
つ
い
て
は
、石
材
表
面
の
摩
擦

の
み
で
接
合
す
る「
空
積（
か
ら
づ
み
）」を
原

則
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、石
橋
新
設
に
関
す
る
施
工
計
画
に

も
触
れ
、
支
保
工
の
組
み
立
て
や
解
体
、
復
元

の
た
め
の
施
工
管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も

紹
介
し
て
い
る
。

維
持
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
石
橋
の
維
持
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、道
路

維
持
管
理
の
一
貫
と
し
て
主
に
道
路
橋
を
対

象
に
、
そ
の
点
検
・
調
査
方
法
、
補
修
・
補
強

方
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
点
検
は
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
路
面
の

通
常
点
検
、
遠
望
目
視
に
よ
る
一
次
点
検
（
定

期
点
検
）、
近
接
目
視
に
よ
る
二
次
点
検
（
定

期
点
検
）、
異
常
時
点
検
な
ど
に
分
類
さ
れ
て

い
る
。

　
点
検
で
石
橋
の
各
部
材
の
損
傷
状
況
を
確

認
し
、点
検
調
書
に
記
入
。写
真
撮
影
を
行
い
、

近
接
目
視
が
可
能
な
場
合
は
、
損
傷
位
置
な

ど
を
チ
ョ
ー
ク
で
表
示
す
る
。

　
上
の
表
は
材
料
ご
と
に
分
け
た
損
傷
の
種

類
で
あ
る
が
、さ
ら
に
そ
の
種
類
ご
と
に
、「
01

ひ
び
わ
れ
」
の
例
で
は
、Ａ
損
傷
な
し
、Ｂ
部

分
的
に
ひ
び
わ
れ
が
見
ら
れ
る
、Ｃ
広
範
囲
に

ひ
び
わ
れ
が
見
ら
れ
る
│
な
ど
の
区
分
で
損

傷
度
の
評
価
を
行
う
。

　
ま
た
維
持
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、点
検

の
手
順
も
示
さ
れ
て
い
る
。ま
ず
石
橋
に
関
す

る
資
料
の
収
集
、
石
橋
の
一
次
点
検
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
二
次
点
検
や
詳
細
調
査
を
実
施

し
、
各
自
治
体
の
文
化
課
や
教
育
委
員
会
、
有

識
者
な
ど
と
協
議
を
行
い
、再
調
査
の
必
要
性

に
つ
い
て
点
検
調
書
を
ま
と
め
、専
門
家
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
、対
象
石
橋
の
文

化
・
地
域
資
源
的
な
価
値
に
つ
い
て
、総
合
的

評
価
と
対
策
方
針
の
選
定
を
行
う
よ
う
求
め

て
い
る
。

　土木の技術向上を目指し、産・官・学が連携して学術的な交流
活動を行う、一般社団法人九州橋梁構造工学研究会（福岡市中央
区渡辺通、牧角龍憲会長）、通称「ＫＡＢＳＥ（カブセ）」は今年 6月、
新たな石橋構築と石橋の保存に向け、「石橋の設計ガイドラインと
維持管理ガイドライン」をまとめた。この活動には、熊本大学大学院
自然科学研究科の山尾敏孝教授（会員）、尾上建設（株）の尾上一
哉氏（会員）、（株）建設プロジェクトセンターの中村秀樹氏（会員）
が携わっている。内容の一部を紹介する。

KABSE 講習会
日時　10月17日（金） 13~17 時
場所　熊本大学くすのき会館
　　　熊本市中央区黒髪（黒髪北キャンパス）
参加費　6000 円（非会員・テキスト代含む）
申込締切　10月10日（必着）
( 問 )092-737-8570（KABSE 事務局）

輪石単体の形状

輪石のラップ長

壁石の控え長と合端（あいば）加工

単一アーチ橋の側面図

平面図

輪石

※「石橋の設計ガイドラインと維持ガイドライン」
九州構造・橋梁工学研究会発行より引用
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石橋を脅かす「社会の声」

石
橋
を
守
る
工
夫

　

石
橋
の
存
在
を
脅
か
す
「
社
会
の
声
」
に

は
、次
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

洪
水
の
防
止
を
望
む
声

　

１
つ
目
は
、
川
の
流
れ
を
良
く
す
る
な
ど

洪
水
を
防
ぐ
対
策
を
望
む
声
で
す
。こ
れ
は

安
全
な
社
会
を
つ
く
る
と
て
も
重
要
な
取

り
組
み
で
あ
る
た
め
、流
れ
を
妨
げ
る
石
橋

は
撤
去
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
の
洪
水
後
に
撤

去
・
移
設
さ
れ
た
諫
早
眼
鏡
橋
（
写
真
１
）

の
場
合
、石
材
が
ダ
ボ
と
呼
ば
れ
る
鉄
片
で

連
結
さ
れ
た
と
て
も
頑
丈
な
構
造
で
し
た
。

こ
の
た
め
増
加
し
た
川
の
水
を
受
け
て
も

壊
れ
ず
、
洪
水
被
害
が
拡
大
す
る
原
因
に
な

っ
た
と
さ
れ
ま
し
た
。加
え
て
、
再
び
被
災

し
な
い
た
め
に
川
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
な

り
、眼
鏡
橋
を
元
の
位
置
に
残
す
こ
と
は
で

き
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

円
滑
な
交
通
を
望
む
声

　

２
つ
目
は
、
通
り
に
く
い
橋
を
改
良
し
、

円
滑
に
通
行
で
き
る
こ
と
を
望
む
声
で
す
。

石
橋
に
は
、
車
の
大
型
化
な
ど
建
設
時
に
は

想
定
で
き
な
か
っ
た
状
況
の
た
め
、
も
と
も

と
の
幅
や
勾
配
、強
度
の
ま
ま
で
は
通
行
し

に
く
く
な
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。拡
幅
や

補
強
な
ど
を
行
っ
て
改
善
す
る
に
は
多
額

の
費
用
が
必
要
に
な
る
た
め
、経
済
的
な
方

法
と
し
て
、
新
し
い
橋
へ
の
架
け
替
え
が
検

討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

鹿
児
島
市
の
甲
突

川
石
橋
群
（
西
田
橋

な
ど
３
橋
）は
、１
９

９
３（
平
成
５
）年
の

水
害
後
、「
川
の
流
れ

を
阻
害
」
し
て
い
る

と
し
て
撤
去
移
転

（
写
真
２
）さ
れ
ま
し

た
。し
か
し
、こ
の
石

橋
群
は
、
新
し
い
道

路
網
整
備
に
不
要
だ

と
し
て
、
戦
災
復
興

の
時
代
か
ら
何
度
も

撤
去
の
提
案
が
さ
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。「
洪
水
」
は
単

に
撤
去
の
引
き
金
に

な
っ
た
だ
け
の
よ
う

に
思
え
ま
す
。貴
重

な
石
橋
群
が
「
通
行

の
妨
げ
」
を
理
由
に

撤
去
さ
れ
た
と
す
れ

ば
と
て
も
残
念
で

す
。

　

地
球
温
暖
化
の
進
行
や
流
域
の
開
発
な

ど
に
よ
っ
て
川
の
流
量
は
増
加
し
て
お
り
、

河
川
改
修
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
す
。た
だ
、「
水
を
流
す
」
と
い
う

川
の
性
能
を
高
め
る
方
法
は
、
石
橋
を
撤
去

し
川
幅
を
広
げ
る
こ
と
以
外

に
も
あ
り
ま
す
。遊
水
地
や
ダ

ム
を
設
け
て
水
を
一
時
貯
め

徐
々
に
流
す
方
法
や
、河
川
バ

イ
パ
ス
を
造
っ
て
増
え
た
水

を
分
け
て
流
す
方
法
な
ど
で

す
。こ
れ
ら
を
う
ま
く
活
用

で
き
れ
ば
、
石
橋
を
現
位
置

に
残
す
こ
と
が
可
能
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

円
滑
な
通
行
の
た
め
の
対

策
は
、
地
方
部
と
都
市
部
で

大
き
く
異
な
り
ま
す
。地
方

部
で
は
、
下
鶴
橋
（
写
真
３
）

の
よ
う
に
、
石
橋
を
残
し
道

路
と
新
橋
を
バ
イ
パ
ス
と
し

て
整
備
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。一
方
、
都
市
部

で
は
石
橋
を
避
け
て
道
路
を

整
備
で
き
る
ケ
ー
ス
は
少
な

く
、拡
幅
な
ど
を
行
っ
て
石
橋

を
通
行
し
や
す
く
す
る
か
架

け
替
え
を
行
う
か
の
選
択
に

な
り
ま
す
。費
用
比
較
の
結
果
、
現
実
に
は

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、架
け
替
え
が
選
択
さ
れ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、
石
橋
の
価
値
も
評
価
に

加
え
て
適
切
な
対
策
検
討
を
行
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　

次
回
か
ら
は
、現
位
置
で
の
保
存
を
実
現

で
き
た
事
例
を
技
術
的
側
面
に
焦
点
を
当

て
、紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

物
に
は
必
ず
寿
命
が
あ
り
ま
す
。石
橋

に
も
数
百
年
の
長
寿
を
保
つ
も
の
が
あ
る

一
方
で
、「
自
然
の
猛
威
」
の
た
め
に
短
命

に
終
わ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。残
念
な
の

は
、「
社
会
の
声
」を
受
け
て
、
撤
去
・
廃

棄
さ
れ
て
い
く
石
橋
が
数
多
く
あ
る
こ
と

で
す
。そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
数
回
に
わ
た

り
、
石
橋
の
存
在
を
脅
か
す「
社
会
の
声
」

に
対
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
石
橋
が
天
寿
を

全
う
で
き
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

写真2　西田橋（鹿児島市）。洪水対策のために撤去
　　　  され、石橋記念公園に移設・保存

写真3　下鶴橋（熊本県上益城郡御船町）
　　　  バイパス整備により現位置に保存

写
真
１　
諫
早
眼
鏡
橋（
長
崎
県
諫
早
市
）。洪
水
対
策
の
た
め

　
　
　
　
撤
去
さ
れ
、諫
早
公
園
に
移
設・保
存

石
橋
を

守
る
た
め
に
᳄
１
᳅

　
　
　
　

  

会
員　

軸
丸　

英
顕
᳄
熊
本
県
᳅

写
真
提
供
／
軸
丸
英
顕
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目
を
養
い
、手
を
練
る

　
「
午
前
中
に
通
潤
橋
を
見
て
き
ま
し
た
」と
、

某
雑
誌
社
の
記
者
が
石
匠
館
を
訪
れ
た
。取
材

後
、「
通
潤
橋
の
石
垣
を
築
く
と
き
に
種
山
石

工
た
ち
は
、熊
本
城
の
石
垣
を
研
究
さ
せ
て
も

ら
っ
た
と
聞
い
た
も
の
で
、こ
れ
か
ら
お
城
の

石
垣
を
見
学
に
行
き
ま
す
」と
記
者
。

　

熊
本
城
へ
行
っ
て
石
垣
を
見
学
す
る
の
は
い

い
け
れ
ど
、お
び
た
だ
し
い
数
の
石
垣
を
前
に

し
て
、ど
こ
を
見
た
ら
い
い
の
か
迷
う
に
違
い

な
い
、お
城
の
案
内
人
に
尋
ね
て
も
明
確
な
答

え
は
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
私
は
、石
垣
の
イ
ラ
ス
ト
を
コ
ピ
ー

し
て
記
者
に
渡
し
た
。宇
土
櫓
前
の
広
場
か
ら

見
て
、右
の
大
天
守
と
左
の
小
天
守
を
支
え
る

石
垣
台
の
隅
角
稜
線
部
の
石
積
み
を
私
が
描

い
た
も
の
だ
。

　

大
天
守
下
の
隅
角
稜
線
部
は
、加
藤
清
正
が

築
造
し
た
こ
ろ
の
も
の
だ
ろ
う
。穴
太（
あ
の

う
）石
工
の
指
導
に
よ
り
、大
き
め
の
石
材
を

積
み
上
げ
て
あ
る
。そ
れ
に
比
べ
る
と
、小
天

守
を
支
え
る
石
垣
の
方
は
、長
石
材
を
左
右
交

互
に
積
ん
だ
算
木（
さ
ん
ぎ
）積
み
工
法
で
、規

則
正
し
く
上
方
へ
繰
り
出
さ
れ
て
い
る
。

　

以
前
、そ
の
違
い
を
お
城
の
案
内
人
に
質
問

し
た
と
こ
ろ
、「
小
天
守
は
大
天
守
築
造
後
に

造
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」と
し
か
返
答
が

な
か
っ
た
。

　

隅
角
稜
線
部
の
石
積
み
工
法
の
違
い
は
、天

守
南
の
石
段
を
降
り
た
先
に
あ
る「
二
様
の
石

垣
」で
大
略
が
分
か
る
。熊
本
城
の
城
主
は
加

藤
清
正
の
死
後
、２
代
忠
広
の
代
で
改
易
に

な
り
細
川
家
に
替
わ
っ
て
い
る
が
、熊
本
市
文

化
財
専
門
相
談
員
の
富
田
紘
一
氏
の
著
書
に

は
、「
城
内
の
石
垣
造
り
は
６
期
に
分
か
れ

る
」と
記
し
て
あ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。九
州
文

化
財
研
究
所
の
花
岡
興
史
氏
の
著
書
に
は
、

「
文
禄
・
慶
長
期
に
は
、穴
太
積
み
に
よ
る
技

術
発
展
は
終
わ
り
、

高
石
垣
志
向
が
見

ら
れ
、算
木
積
み
が

完
成
さ
れ
る
」と
あ

る
。ま
た
、「
勾
配
先

端
最
上
部
に
反
り

が
発
達
し
、元
和
・

寛
政
期
に
は
曲
線

を
描
く
石
垣
が
完

成
し
た
」。

　

通
潤
橋
の
鞘
石

垣
を
見
る
と
、た
こ

糸
を
緩
く
垂
ら
し

た
よ
う
に
上
へ
伸

び
た
稜
線
部
は
算

木
積
み
で
あ
る
。種
山
石
工
衆
が「
熊
本
城
の

石
垣
を
参
考
に
し
た
」時
代
は
、穴
太
の
技
術

を
持
っ
た
職
人
は
も
う
い
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
か
ら
、種
山
石
工
衆
は
２
代
忠
広
時
代

に
築
か
れ
た
５
期（
小
天
守
や
飯
田
丸
）以
降

の
石
垣
を
参
考
に
し
た
と
考
え
て
間
違
い
な

か
ろ
う
。来
館
し
た
記
者
に
も
そ
う
伝
え
た
。

　

ち
な
み
に
、種
山
石
工
衆
が
研
究
対
象
に

し
た
石
垣
は
、隅
角
稜
線
部
だ
け
で
あ
る
ま

い
。例
え
ば
、石
垣
台
の
面
を
構
成
す
る
基
底

石
材
は
、地
面
に
斜
角
に
埋
め
ら
れ
て
い
る

し
、そ
の
角
度
は
上
に
な
る
に
従
っ
て
水
平
に

な
る
。壁
面
の
傾
斜
は
上
部
で
垂
直
と
な
り
、

つ
い
に
は
反
っ
て
、「
武
者
返
し
」と
呼
ば
れ
る

曲
線
を
描
く
。こ
れ
は
城
造
り
の
高
さ
志
向
と

防
衛
意
識
の
表
れ
か
も
し
れ
な
い
が
、通
潤
橋

に
は
い
く
つ
も
そ
の
石
垣
造
り
の
技
術
が
生

か
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、熊
本
城
の
石
垣
は
雑
割
石

の
間
に
小
石
を
挟
む「
打
ち
込
み
接（
は
）ぎ
」

と
い
わ
れ
る
工
法
。こ
れ
は
職
人
技
と
呼
ば
れ

る
が
、築
城
ブ
ー
ム
到
来
と
と
も
に
多
人
数
の

職
人
が
必
要
と
な
り
、石
材
の
量
産
を
図
る
た

め
、規
格
化
し
た
間
知
石（
け
ん
ち
い
し
）を
使

う
よ
う
に
な
り
、「
切
り
込
み
接
ぎ
」と
い
わ
れ

る
工
法
が
登
場
す
る
。身
近
な
め
が
ね
橋
の
例

で
は
、文
政
年
間
末
期
の
馬
門
橋
、小
莚
橋
、二

俣
橋（
と
も
に
美
里
町
）の
壁
石
が
前
者
の
工

法
、通
潤
橋
は
後
者
の
工
法
だ
ろ
う
。鹿
児
島

市
の
西
田
橋
の
壁
石
表
面
の
仕
上
げ
は
、切
り

込
み
接
ぎ
の
頂
点
を
極
め
た
感
が
あ
る
。

　

近
年
の
石
垣
工
事
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
間

知
石
は
、控
え
が
短
く
、し
か
も
尻
細
型
で
、四

角
錐
の
頂
点
部
を
切
っ
た
形
を
し
て
い
る
。し

か
し
、江
戸
末
期
の
間
知
石
は
同
じ
規
格
品
で

も
サ
イ
ズ
・
形
状
が
大
き
く
異
な
る
。表
面
は

４
０
０
〜
５
０
０
㍉
あ
り
、控
え
が
長
い
。霊

台
橋（
美
里
町
）の
修
復
を
し
た
石
工
の
竹
部

光
春
氏
に
よ
る
と
、控
え
は
9
0
〜
１
０
０
㌢

も
あ
る
直
方
体
の
石
材
が
使
わ
れ
て
い
る
と

い
う
。そ
ん
な
石
材
を
積
み
重
ね
た
か
ら
築
造

か
ら
１
６
０
年
を
超
え
て
も
異
常
が
な
い
。

　

私
は
か
つ
て
、鹿
児
島
県
会
員
の
木
原
安
姝

子
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
い
、岩
永
三
五
郎
が

宮
ヶ
浜（
鹿
児
島
県
指
宿
市
）に
築
い
た
堤
防

を
見
学
し
た
が
、こ
れ
は
直
方
体
石
材
の
積
み

重
ね
だ
っ
た
。も
ち
ろ
ん
今
も
健
在
で
あ
る
。

　

築
４
０
０
年
の
熊
本
城
を
約
１
６
０
年
前

に
研
究
対
象
と
し
た
種
山
石
工
衆
は
、石
垣
の

表
面
構
造
を
見
学
す
る
と
同
時
に
、内
部
構
造

に
も
着
目
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。袖
石
垣
の
算
木

積
み
は
も
と
よ
り
、壁
面
の
布
積
み
、扇
積
み

が
１
世
紀
半
を
過
ぎ
て
も
維
持
さ
れ
続
け
て

い
る
。

　

通
潤
橋
は
、伝
統
工
法
の
偉
大
さ
を
再
認
識

さ
せ
な
が
ら
、「
丈
夫
さ
」「
実
用
性
」「
姿
形
の

美
し
さ
」の
三
拍
子
が
そ
ろ
い
、今
年
も
白
糸

台
地
１
１
８
㌶
を
潤
し
、稲
を
育
て
、人
を
育

て
る
。

 （
２
０
１
４
年
７
月
７
日
）

熊
本
城
の
算
木
積
み
の
石
垣
　
イ
ラ
ス
ト
／
上
塚
尚
孝
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編
集
後
記

日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

　

本
号
で
は
数
々
の
石
橋
の
修
復
や
保
存
に

関
す
る
情
報
を
伝
え
ま
し
た
。第
35
回
大
会
の

記
念
講
演
で
講
師
の
西
村
祐
人
氏
が
語
っ
た
、

「
石
橋
の
保
存
す
べ
き
価
値
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
か
ら
修
理
も
保
存
も
ス
タ
ー
ト
す
る
」
と

い
う
視
点
は
、大
変
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

豪
雨
被
害
を
受
け
た
福
岡
・
八
女
市
の
「
宮

ケ
原
橋
」
の
現
地
保
存
決
定
に
つ
い
て
は
、
そ

の
背
景
に
、
住
民
の
方
々
が
普
段
か
ら
、
地
元

の
石
橋
の
価
値
を
共
有
す
る
努
力
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

保
存
に
は
移
設
の
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
移

設
先
は
元
の
地
形
と
は
常
に
異
な
る
た
め
、
完

全
な
復
元
に
は
困
難
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。現

地
保
存
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。 　
（
会
報
担
当　

中
村
ま
さ
あ
き
）

　

鶴
の
三
橋
を
描
い
た
日
は
、
強
い

川
風
を
予
想
し
て
風
門
と
丹
田
に
ホ

カ
ロ
ン
を
貼
っ
て
、風
邪
引
か
ぬ
よ
う

万
全
を
期
し
た
。

　

鶴
下
村
中
橋
を
描
い
て
い
る
と
き

思
い
が
け
ず
お
ば
あ
さ
ん
が
登
場
、

橋
の
上
で
ひ
と
休
み
。そ
の
杖
つ
い

た
ポ
ー
ズ
と
位
置
が
お
見
事
で
、
そ

の
ま
ま
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
た
だ
い

た
。（
2
0
0
1
年
作
品
、
ペ
ン
画
、
文

＝
上
塚
尚
孝
「
史
実
資
料
に
基
づ
く 

種
山
石
工
列
伝
」よ
り
）

　

地
元
の
石
橋
の
魅
力
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
よ
う
と
、「
石
の
文
化
に
学

ぼ
う
」
と
題
し
た
体
験
イ
ベ
ン
ト
が

７
月
21
日
、
福
岡
県
八
女
市
上
陽
町

の「
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
」ほ
か
で
開

催
さ
れ
た
。

　

積
み
木
を
使

っ
た
「
ミ
ニ
石
橋

づ
く
り
」で
子
ど

も
た
ち
は
、ア
ー

チ
の
構
造
と
そ

の
強
さ
を
実
感

し
た
よ
う
だ
。

　

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
7
月
の
九
州

北
部
暴
雨
で
被
災
し
た
福
岡
県
八
女
市

の
「
宮
ケ
原
橋
」
は
応
急
修
復
が
な
さ
れ

歩
行
者
専
用
と
し
て
通
行
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
年
８
月
１
日
改

修
計
画
が
決
ま
っ
た
。

　

被
災
時
の
流
量
を
安
全
に
流
す
た
め
、

河
川
を
拡
幅
し
、
宮
ケ
原
橋
の
右
岸
側
に

中
之
島（
中
州
）を
設
け
、
そ
の
向
こ
う
に

分
水
路
と
新
し
い
橋
を
設
け
る
。橋
を
約

30
㍍
延
伸
す
る
か
た
ち
で
、
宮
ケ
原
橋
は

現
位
置
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

福
岡
県
八
女
市「
ひ
ふ
み
よ
橋
」

「
宮
ケ
原
橋
」改
修
へ 

【お知らせ】 日本の石橋を守る会 第36回大会
2015年５月16・17日に福岡県八女市で開催予定

完
成
は
２
年
後
の
16
（
同
28
）
年
の
予
定

で
、
当
面
は
河
川
拡
幅
に
必
要
な
用
地
の

買
収
が
進
め
ら
れ
る
。

　

星
野
川
に
は
明
治
か
ら
大
正
期
に
か

け
、
上
流
か
ら
順
に
１
・
２
・
３
・
４
連

の
ア
ー
チ
橋
が
架
け
ら
れ
、「
ひ
ふ
み
よ

橋
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
。１
９

２
２（
大
正
11
）年
架
橋
の
４
連
ア
ー
チ
、

宮
ケ
原
橋
は
２
年
前
の
豪
雨
で
勾
欄
（
こ

う
ら
ん
）
や
路
面
敷
石
、
中
詰
め
土
が
流

出
、
右
岸
側
取
り
付
け
護
岸
が
破
損
し

た
。地
元
住
民
は
同
年
９
月
に
「
八
女
上

陽
の
ひ
ふ
み
よ
橋
を
守
る
会
」（
久
間
一

正
会
長
）を
結
成
し
、市
に
修
復
、現
地
保

存
を
要
望
し
て
い
た
。

福
岡・八
女
市
で
開
催

「
石
の
文
化
に
学
ぼ
う
」

石
橋
の
あ
る
風
景

上塚 尚孝 「鶴下村中橋」
熊本県八代市東陽町

※福岡県八女県土整備事務所発表の別紙より

宮ケ原橋改修計画図（平面図）

ミ
ニ
石
橋
づ
く
り

写
真
提
供
／
久
間
政
幸


